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■参加オリンピアン（順不同） ／髙平 慎士（陸上競技）、箱山 愛香（水泳／シンクロナイズドスイミング）、大澤 ちほ（アイスホッケー）、
　乙黒 拓斗（レスリング）、小野塚 彩那（スキー／フリースタイル）、小谷 実可子（水泳／シンクロナイズドスイミング）、清水 希容（空手）、
　谷本 歩実（柔道）、徳南 堅太（フェンシング）、濱田 真由（テコンドー）、本田 武史（スケート／フィギュアスケート）、両角 公佑（カーリング）

「2025オリンピックデーラン志賀大会」が10月19日㈰、
志賀町陸上競技場で開かれ、町内外から延べ1,600人が
参加しました。参加者はそれぞれのペースでランニング
やウォーキングを楽しみました。オリンピックデーラ
ンは、近代オリンピック開催を祈念して始まった、100
年以上続く世界的なイベントです。この日は、志賀町
にオリンピアン12人が訪れ、能登に元気を届けました。

オリンピアンと聖火リレーの疑似体験オリンピアンと聖火リレーの疑似体験ジョギング・ウオーキングジョギング・ウオーキングオリンピアンにチャレンジ（50ｍ競走）オリンピアンにチャレンジ（50ｍ競走）

オリンピックデーラン開催！
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富来商工会の震災復興イベント「光の絆  増穂浦の
きらめき2025」で夜空に浮かぶスカイランタン®
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ら
２
年
が
経
過
し
た
今
も
、大
勢
の
人
々

が
応
急
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
被
災
者
の
恒
久
的
な
住
ま

い
の
確
保
に
向
け
、
志
賀
・
富
来
両
地

域
で
計
１
８
４
戸
の
復
興
公
営
住
宅
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
９
年
度
の

入
居
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
家
が
半
壊
以
上
の
世
帯
を

対
象
と
し
た
「
志
賀
町
住
ま
い
再
建
支

援
金
制
度
」
に
よ
り
、
自
宅
再
建
を
力

強
く
支
援
し
ま
す
。

　

公
費
解
体
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
昨
年
末
に

は
解
体
率
が
99
％
に
達
し
、
概
ね
完
了

し
た
状
況
で
す
。
残
り
は
、
工
場
や
大

型
店
舗
な
ど
の
大
型
案
件
と
所
有
者
が

不
明
な
建
物
な
ど
に
限
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
適
切

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

復
興
へ
の
歩
み
と

「
創
造
的
復
興
」

　

昨
年
は
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
町
民
一

人
一
人
が
多
く
の
試
練
と
粘
り
強
く
向

き
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
着
実
に
歩

み
を
進
め
た
１
年
で
し
た
。

　

発
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
生
活
再

建
に
向
け
た
具
体
的
な
道
の
り
が
見
え

始
め
、
そ
の
先
の
未
来
を
力
強
く
描
く

た
め
の
大
切
な
１
年
で
し
た
。

　

こ
の
過
酷
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

郷
土
へ
の
深
い
誇
り
と
強
い
意
志
を
持

ち
続
け
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ま

に
、
町
長
と
し
て
改
め
て
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
団
結
力
こ
そ
が
、

本
町
の
未
来
へ
の
希
望
で
す
。

　

本
町
で
は
、
震
災
か
ら
の
単
な
る
復

旧
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
と
い
っ
た
従
来
の
課
題
も
見
据

え
、
未
来
志
向
の
「
創
造
的
復
興
」
を

成
し
遂
げ
る
た
め
、
全
庁
を
挙
げ
て
ま

い
進
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
は
、
生
活
の
基
盤
と
未
来

へ
の
布
石
を
確
立
す
る
「
礎

い
し
ず
えを
築
く
年
」

と
位
置
づ
け
、
次
の
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
ま
す
。

住
ま
い
の
再
建
と

生
活
基
盤
づ
く
り

　

生
活
の
基
盤
と
な
る
住
ま
い
の
再
建

は
、
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
発
災
か

年
頭
あ
い
さ
つ志

賀
町
長

  
稲
岡  
健
太
郎

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

新
た
な
年
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
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未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り

　

令
和
８
年
度
か
ら
、
今
後
10
年
間
を

見
据
え
た
「
第
３
次
志
賀
町
総
合
計
画
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
計

画
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
特
性
を
活
か
し

た
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
を
図

り
、
地
域
経
済
の
再
建
を
力
強
く
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

志
賀
地
域
は
飲
食
や
商
業
的
賑
わ
い

を
、
富
来
地
域
は
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
を

軸
に
、
民
間
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

観
光
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
化
を

進
め
、
観
光
資
源
と
食
文
化
の
魅
力
発

信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
復
興

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
、

「
道
の
駅
と
ぎ
海
街
道
周
辺
の
再
開
発
」

に
着
手
し
、
さ
ら
な
る
賑
わ
い
を
創
出

し
ま
す
。

　

ま
た
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
保
育

料
・
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
と
い
っ

た
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て
支
援

に
加
え
、
企
業
誘
致
に
よ
る
積
極
的
な

雇
用
対
策
に
取
り
組
み
、
若
年
層
の
安

定
的
な
生
活
基
盤
を
確
立
し
て
定
住
促

進
を
図
り
ま
す
。

　

復
興
は
長
い
道
の
り
で
す
が
、
こ
の

被
災
地
で
あ
る
能
登
地
方
の
「
創
造
的

復
興
」
は
、
全
国
の
ふ
る
さ
と
の
希
望

の
光
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建

　

震
災
で
集
会
所
や
神
社
な
ど
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
が
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
復
興
に
お
け
る
相
互
支
援
の
機
能

と
、
郷
土
愛
と
い
う
精
神
的
な
支
柱
の

二
つ
の
役
割
を
担
う
大
切
な
も
の
で
す
。

　

町
で
は
こ
れ
ら
の
再
建
を
支
援
す
る

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
再
建
支
援

事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
施
工
業
者

の
確
保
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
期
限
は
設
け
て
い
ま

せ
ん
。
準
備
が
整
い
次
第
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

社
会
基
盤
の
強
靭
化
と

防
災
対
策

　

震
災
に
よ
り
、
町
内
全
域
に
お
い
て

道
路
の
隆
起
・
陥
没
や
上
下
水
道
の
壊

滅
的
な
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
通
行

制
限
や
長
期
の
断
水
を
招
き
ま
し
た
。

　

道
路
や
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
本
復

旧
に
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
調
整

が
必
要
と
な
る
複
雑
な
工
事
が
多
く
、

ま
だ
数
年
を
要
す
る
見
込
み
で
す
。
心

苦
し
い
限
り
で
す
が
、
皆
さ
ま
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
各
地
域
の

道
路
復
旧
計
画
を
公
開
し
、
定
期
的
に

更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

防
災
対
策
の
強
化
と
し
て
は
、
指
定

避
難
所
や
主
な
公
共
施
設
に
ソ
ー
ラ
ー

発
電
や
蓄
電
池
な
ど
を
取
り
入
れ
た
災

害
に
強
い
「
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
型
」
の
施

設
整
備
を
推
進
す
る
な
ど
、
公
共
イ
ン

フ
ラ
の
強
靭
化
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
な
ど
避

難
所
の
環
境
改
善
に
も
力
を
入
れ
、
今

回
の
地
震
で
表
面
化
し
た
、
感
染
症
対

策
や
避
難
所
運
営
の
課
題
を
踏
ま
え
、

地
域
防
災
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
と
、
子
ど
も
た
ち
の
「
安
全
・

安
心
」
を
最
優
先
と
し
た
教
育
環
境
の

早
期
実
現
を
目
指
し
、
富
来
地
域
の
避

難
拠
点
施
設
整
備
と
被
災
し
た
富
来
小
・

中
学
校
の
校
舎
再
整
備
を
一
体
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
「
丙ひ

の
え
う
ま午

」
の
年
で
す
。「
丙ひ

の
え

」

は
火
の
勢
い
が
最
も
強
い
状
態
を
表
し
、

「
午う

ま

」
は
馬
が
野
を
駆
け
る
様
子
を
示
し

ま
す
。
そ
の
た
め
「
丙ひ

の
え
う
ま午
」
は
、
情
熱

を
持
っ
て
勢
い
よ
く
成
長
し
、
物
事
が

大
き
く
転
換
・
進
展
す
る
飛
躍
の
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
が
、
志
賀
町
に
と
っ
て
大

き
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
希
望
の
光
が

と
も
り
、
復
興
へ
の
道
筋
を
力
強
く
、

そ
し
て
躍
進
的
に
進
む
１
年
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
祈
念
し
、
私
の
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
し
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
年　

元
日

富来中学校の生徒たちが授業を受ける様子を眺める
稲岡町長

しかチャンネル（11ch）で、稲岡健太郎町長による
「inakenTV（いなけんティービー）」をスタート！
YouTube チャンネルも開設しましたので、
ぜひご覧ください！



広報しか
2026.1

4

INTERVIEW　　　　　　　　　　　　　　　　　受賞者  浜本  長春さん (内灘町 )
大賞を受賞できたことは大変うれしく、今でも信じら
れない思いです。この美術展への応募は４年目で、内
灘町から通い制作しました。富来漁港で舵やスクリュー
に惹かれ、能登の漁師の力
強さを感じ、震災復興への
願いを込めて描きました。
地震後も美術展を続ける志
賀町のパワーに感心してい
ます。今後は仕事を息子に
任せ、絵の制作に打ち込み、
日展出展を目標に描き続け
たいです。

志
賀
町
の
四
季
を
通
じ
て
彩
り
を
添
え
る
風
景
や
、
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け

て
育
ま
れ
て
き
た
伝
統
文
化
、
慣
習
な
ど
を
描
い
た
「
志
賀
町
を
描
く
美
術
展
」。

県
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
１
４
点
か
ら
入
賞
作
品
31
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

志
賀
町
を
描
く
美
術
展

第36回

受
賞
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

金沢美術工芸大学長賞 志賀町議会議長賞 石川県知事賞

志賀農業協同組合長賞

能登の里海賞

実りの地
中山　美夕（白山市）

船台
崔　由依子（金沢市）

能登の海
道願　朋行（能美市）

進む
田中　愛涼（金沢市）

　休養日（大島漁港にて）
松山　和之（金沢市）

朝の増穂浦
仲井 真理子（金沢市）

火打谷菊桜
瀧　恵美子（七尾市）

そば畑
若林　光江（金沢市）

北國新聞社賞テレビ金沢賞

能登の里山賞

洋画 日本画

日本画
日本画洋画

日本画

洋画

洋画

「上架」

第36回志賀町を描く美術展大賞

洋画
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そこに在る風景　　
廣島　未來（金沢市）

夏休み　　
長谷川　愛（金沢市）

沈む日　
沢田 歩乃花（金沢市）

石川県漁業協同組合西海支所運営委員長賞 志賀町商工会長賞富来商工会長賞

泉　遥翔（志賀小５）

吉岡　桃花（志賀中２）

磯部　想良（富来小６）

平野　翔（志賀小１）

能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

第
36
回
志
賀
町
を
描
く
美
術
展
に
併

せ
て
、「
能
登
の
里
山
・
里
海
小
中
学

生
絵
画
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
能

登
の
里
山
・
里
海
賞
を
受
賞
し
た
絵
画

作
品
と
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

平
野　
　

翔
（
志
賀
小
１
）

　

髙
澤　

橙
真
（
志
賀
小
３
）

　

泉　
　

遥
翔
（
志
賀
小
５
）

　

磯
部　

想
良
（
富
来
小
６
）

　

吉
岡　

桃
花
（
志
賀
中
２
）

髙澤　橙真（富来小３）

◇
特　

選

　

髙
澤　

陽
真
（
富
来
小
３
）

　

新
田　
　

楓
（
志
賀
小
５
）

　

谷
内　

佑
有
（
志
賀
小
６
）

◇
入　

選

　

播
磨　

拓
弥
（
志
賀
小
１
）

　

大
谷　

佳
輝
（
志
賀
小
１
）

　

高
田　

莉
緒
（
志
賀
小
２
）

　

能
島　
　

蓮
（
富
来
小
２
）

　

能
登
梛
都
美
（
志
賀
小
３
）

　

坂
元　
　

健
（
富
来
小
３
）

　

大
崎
萌
々
子
（
志
賀
小
４
）

　

松
本　

朝
陽
（
志
賀
小
４
）

　

橋
本　

茉
奈
（
富
来
小
４
）

　

宮
﨑　
　

栞
（
志
賀
小
５
）

　

藤
田　

真
央
（
志
賀
小
５
）

村
田　

遼
馬
（
志
賀
小
５
）

裏　

ほ
た
る
（
志
賀
小
５
）

土
屋
尾
咲
葉
（
志
賀
小
５
）

障
子
口
祈
里
（
志
賀
小
５
）

畑
中　

綾
心
（
富
来
小
５
）

北
岡　

沙
奈
（
富
来
小
５
）

西　

菜
珠
那
（
志
賀
小
６
）

舟
山　
　

旬
（
志
賀
小
６
）

谷
村　

幸
太
（
志
賀
小
６
）

花
野　

祐
璃
（
志
賀
小
６
）

吉
野　

絃
真
（
志
賀
小
６
）

　

浅
野　

李
昭
（
富
来
小
６
）

　

谷
内
ほ
た
花
（
富
来
中
１
）

　

苫
谷　

茉
里
（
富
来
中
２
）

委嘱作品から一般作品など 114点を展示します。ぜひ、ご鑑賞ください。

会期　1月15日木～ 18日日
　　　９:30～ 17:00

志賀町を描く美術展 金沢展

会場　石川県立美術館
　　　第7・8・9展示室

観覧
無料

能
登
の
里
山
・
里
海 

小
・
中
学
生
絵
画
展

応
募
総
数
：
２
６
４
点　

小
学
生
応
募
作
品
：
２
２
３
点　

中
学
生
の
応
募
作
品
：
41
点

令和
７年度

洋画 洋画 洋画

吉
田　

佑
依
（
富
来
小
６
）

伊
賀
道
拓
実
（
志
賀
中
１
）

中
野　

陽
菜
（
志
賀
中
１
）

平
重　

幸
菜
（
志
賀
中
１
）

村
田　

彩
月
（
志
賀
中
２
）

谷
口　

優
香
（
富
来
中
２
）


